
● はじめに

○ 実習項目

妊婦体験用モデル
M65 

この度は、「妊婦体験用モデル」をご購入いただきありがとうございます。
本製品は、妊娠中期から後期の妊婦さんの体型や重さ、毎日の生活動作を体感的に理解できる教材として

製作しました。製品はどれもひとつひとつ心をこめた手作り品です。本モデルはできるだけやさしくお取扱

くださいますようお願い申し上げます。

取扱説明書

セット内容

取扱上の注意

腹部保護カバー・胸部ベルト・腹部ベルト
おもりは調節可能（1kg×3個）

腹部保護カバー・・・・・・・・・・素材 綿  100%

妊娠中の腹部モデル・・・・・・・・約 8.6 kg

妊娠中の腹部モデル・・・・・・・・軟質特殊樹脂製

身長　約 150 ～ 185cmまで
胸囲　約　70 ～ 110cmまで
腹囲　約　60～　95cmまで

仕　様 材質

装着範囲 腹部ベルト（12021-020）
胸部ベルト（12021-030）
おもり 1kg   （12021-040）
妊婦エプロン (32518-020）

交換部品

妊婦エプロン・・・・・・・・・・・約 0.3 kg
腹部モデル置き台・・・・・・・・・約 0.8 kg

妊婦エプロン・・・・・・・・・・・素材 ポリエステル 100％        
腹部モデル置き台・・・・・・・・・軟質特殊樹脂製

ダンボールケース入り ( サイズ 46×41×H25cm)

商品は絶えず改良を続けておりますので、仕様 ･外観などが予告なく変更されることがございますので予めご了承ください。
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妊産婦になったときの体型を鏡で見てみる。

● 腹部ベルトは傷みが生じたら交換してください。プラスドライバー1本で交換できます。
● 保管するときは、必ず付属の置き台にのせて保管してください。
● 教育目的以外には使用しないでください。
● おもりを内蔵していますので、取扱は丁寧に注意深く行ってください。
● 装着したとき身体に不具合を感じたときはすぐに中止し、先生の指示に従ってください。
特に、腰痛のある人などはご注意ください。

毎日の生活動作を体験する。
（歩く・立つ・椅子に座る・起き上がる・床に座る・大きな荷物を運ぶ・靴紐を結ぶ・靴下をはく・
　足の爪を切る・床に落ちたものを拾う等）
体に感ずる重さを体験する。( 妊娠中期から後期まで）
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装着手順

1. 装着者は腹部モデルをおへその中心あたりに
　位置を決め、両手で支えます。

2. もう 1人が後ろから頸紐を軽く結び、胸部
　ベルトを固定します。

3. 腹部ベルトは後ろで十分に締め、交差させて
　装着者に手渡します。

1. 腹部モデルを付属の腹部置き台にのせます。
2. 腹部モデルの下のファスナーをあけると、3個のおもり ( 各 1kg）の取り外しができます。
3. おもりが入っているので、絶対にモデル本体を仰向けにしないでください。また丁寧かつ注意
　深く取り扱ってください。

1. 腹部モデルを付属の腹部置き台にのせます。
2. 腹部保護カバーのファスナーをあけてカバーをはずし、プラスドライバーでベルトを止めている
　ビスをはずします。
3. 新しいベルトをビスでしっかりと固定して腹部カバーを装着してください。

4. 手渡された腹部ベルトをおへその下あたりで
　しっかり固定します。

5. 付属の妊婦用エプロンをつけ後ろで結びます。

腹部モデルは重たいので、紐や
ベルトを持って持ち上げないで
ください。

交換方法

おもりの交換●

ベルトの交換●

※装着するときは 2人で行ってください。 ● 装着図

頸紐
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腹部
モデル
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注意

腹部モデル装着時
妊婦用エプロン装着時


